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企第�  1回国体標準献立料理講習会地区調理員による料理講習

国体まであと� 
4176日

..料理講習Lこより作られた6種類の料理

企国体標準献立料理試食会町内関係者約� 100人を招いての試食会

東四国国体では、約450人の選手団が来町さ

れ民泊します。

食事は各地区の集会所等で、共同調理された東四

国国体標準献立を食べていただくことになります。

その標準献立の料理講習会及び試食会が、4月� 

22日(木)、 住民福祉センターにおいて開催されまし

た。� 

⑩⑧⑨ 
11

⑨⑧ 

(t量得数) 1，994戸� (人口)男� 3，597人女�  3，870人計�  7，467人(平成5年3月末日現在} 

(出生)男O女O計o 苑亡)男4 女3 計7 転入)男 女9 計20 転出)男21女22計43

広報かつうら� 5月号第275号平成5年5月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEL(08854)2-2511 (代)FAX2-3028 
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3月定例議会で 平成  5年度  

ー般会計当初予算

が議決されました 

入ってくるお金軍交忌 39億9，002万円

(8ぐ依存財源 1.4%)
 〉

町 税 そ
県支出金  田T 債 

の
41意 61意 

国

庫

支

出

金

分担金 ・負担金 ずで
方 Jι イサ 地 税

財 産 収入

そ の 他
17憶0，700万円 

6，481万円 9，180万円
(429%)目 他

(11.6%) 
 (17.3%)
ア憶4，211万円 

(18.6%) 


21意6，341JJ円 (6.6%) 
1憶2，089万円 (3.0%)

使う お金軍支閉じ 39億9，002万円

そ

総 手話 費 
民 生 費 衛生費 農林水産業費  土木費 教育費  公債費

の 

8憶0;574万円 
6憶 31意 61意 41意 4憶 41意 
5，899万円 8，373万円 6，664万円 0，824万円 0，939万円 9，768万円 |他

(20.2%) 

(16 .5%) (9.6%) (16.7%) (10.2%) (10 .3%) (12.5%) 


議会費 6，484万円 (1.6%) 9，477万円 (2.4%)

保
育
所
建
設
費
に
二
億

一
千
四

百
万
円
、
中
山
間
地
域
整
備
事

業
に

一
億
二
千
百
万
円
、
集
落

環
境
基
盤
整
備
事
業
に

一
億
二

百
万
円
な
ど
で
、
勝
浦
町
新
総

合
計
画
に
基
づ
き
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す。

し
て
は
、
ご
み
焼
却
場
建
設
費

に
二
億
二
千
八
百
万
円
、
横
瀬

平
成
五
年
度
の
主
な
事
業
と

歳

百
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
四

・

七
%
増
え
、
地
方
税
、
分
担
金
・

負
担
金
、
財
産
収
入
な
ど
の
自

主
財
源
の
構
成
比
は
十
八

・
六

%
で
、
前
年
比
十

一
・
三
%
の

減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

る
地
方
交
付
税
が
、
十
七
億
七

歳
入
総
額
の
約
半
分
を
占
め

歳

約
三
十
九
億
九
千
二
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
約

一
億
二
千
万

円

(三

・
二
%
)
の
増
と
な

っ

て
い
ま
す
。

予
算
の
概
要

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

出 入

回
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一般会計当初予算の推移� 性質 別歳 出

27 
意、{22 8 

9 5 
4 
6 

8 
万
円� 

2 

万
円

年
度

{意� 

3 
7 

年
度

アじ

32 
億、� 

5 
9 
3 

万
円

•
3 
年
度

対前年度増減率� 

(13.6%) (21.4%) (17.0%) 

38 
億、� 

5 

7 

万
円� 

•4 

6 
7 

年
度

(18.7%) 

39 
億、� 

9 

2 
万� 
円� 

5 

O 
O 

年
度

(3.2%) 


投資的経費�  37.6% 

普通建設事業費� 14億r.6，903万円� 36.8% 

災 害 復 旧 費� 3‘116万円� 0.8~る

消費的経費�  62.4% 

公� 費 4i:意9，780万円� 

f 8 5470人 万円費牛 億 ，� 

{責

3 2880ヰ初 万円費件 億 ，� 

3 1612補助費 等 倍、� 万円，� 

E 3215扶 2iJ意 万円費力 ，� 

lf3.570出全集 意、 万円金� 

貸 1.241付 万円金� 

508投資及び出資金 万円� 

予 {蒲 費� 2，000万円� 

維持補修費�  1，651万円� 

万円050，7金立手責
、』

21.5% 

12.5% 

8.2% 

7.9% 

5.8% 

3.4% 

0.5% 

0.4% 

0.3% 

0.1% 

1.8% 

揃� db傘� 

・.

万円800，5・H.・..…....・H.・広域農道整備事業費…..-

・農免農道整備事業費……………・……一� 3，100万円
-企画開発事業……………………………� 1，400万円 ・中山間地域農村活性化総合整備事業� ……12，100万円

・..….. H ・....1，400万円・選 挙 費…………...・H 万円200，10・……・-一H.・…...・集落環境基盤整備事業� 

H・国補林道事業・H ・・...……・ H ・H ・.....・ H ・.5，700万円

・農業集落排水特別会計繰出金…………� 3，700万円� 

・..……… 4，600万円・... H

・老人福祉費………………………………22，800万円

H・同和対策事業費………………...・� ・..… 1，000万円

-老人保健特別会計繰出金� 

.iHJ単道路改良事業…・ ・'12，500万円・"21，400万円 ・.H

・県単道路改良事業....・ ・・・..…...・ ・.4，800万円H H H H

・運動公園整備事業…...・� H ・..……………� 4，200万円

-勝浦病院繰出金…...・� ・・・..……・…・・� 5，500万円 ・国補道路改良事業………………………10，000万円
H H H

・・・….. ・.....・・横瀬保育所建設事業……………...・ HH

・簡易水道特別会計繰出金………………� 1，600万円

-

一

-
山
同

一 

、-、

， -
a

消防自動車購入費� 

一費
一

・..

一防
一

……... …...・H.・ H ・.1，000万円� 

600万円・合併浄化槽推進費...・ ・・H H H ・.・-….. H

・…� ・・ 22・・

・� 

，800万円.......…


-商工会補助金...・H ・..……………....・ ・� 400万円H

H・観光費………...・� ・..………………� 600万円
-奨学資金等貸付費…………...・H ・..……� 900万円

・.6，900万円・. ・..……...H

・国民体育大会費・� ・・....H H H ・..

・.H

・..…'"・ 

・.....・ H

く農林水産業費〉
5，300万円・.

・.

H・花嫁花婿対策費…………………...・� ・� 400万円 ・学校給食費……………・…...・H ・..……・・� 4，800万円
……... H

H

・.5，700万円・土地改良事業� H.・・....� ・.，..，・ ・..・図書館費………...H ・..……・� H ……� 2，100万円H・ ・H

回

・ごみ焼却場建設費一.......

・義務教育費…..� 
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平成  5年度、改植(高接)事業は最後の年//

ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

国
全
体
の
経
済
不
況
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
最
近

の
マ
ス
コ
ミ
等
の
報
道
に
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
容
易
に
想
像
が
つ
く
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

第
二
に
果
実
の
外
観
的
品
質
の
悪

さ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
小
玉
果
の
多
発
、
原

料
用
果
実
比
率
が
高
か

っ
た
こ
と
等

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

県
経
済
連
ま
と
め
の
資
料
に
よ
れ

ば
、
別
表

一
の
よ
う
に
高
糖
系
と
普

通
も
の
の
市
場
売
値
差
は
大
き
・
な
聞

き
が
あ
り
ま
す
。 

別表  1. kg当 t)単価 :円 

2 月 3 月 平均

十万  133 1 87 185 

普通  8 5 128 1 20 

一
方
、
生
産
経
費
は
系
統
別
や
果

目

実
の
大
小
、
等
級
に
ほ
と
ん
ど
関
係 

-

な
く
、
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

『

第
三
と
し
て
消
費
者
の
晴
好
の
変 

-

化
、
第
四
に
住
宅
事
情
や
気
象
の
変 
-

化
等
で
消
費
者
が
大
量
に
買
わ
な
く 

-

な
っ
た
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
第
二
の
果
実
の
品
質 

( -司 -『 -『 -

の
悪
さ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
生
産

『

指
導
や
販
売
に
携
わ
る
者
は
勿
論
、

生
産
者
自
身
も
大
い
に
反
省
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

過
去
二
十
年
近
く
も
改
植
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ム7
も
っ
て 

一
般
も
の
の
出
荷
が
多
い
こ
と
は
何

を
意
味
す
る
か
。

昧
の
良
い
高
糖
系
へ
改
植
を
す
る

経
営
内
容
改
善
へ
の
意
欲
の
欠
如
と

い
っ
て
は
言
い
過
、
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
表
の
よ
う
な
価
格
差
は
今
年
に

限
ら
ず
毎
年
の
よ
う
に
出
て
い
ま
す
。

各
時
期
別
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
防
除
、
摘
果
、
除
草
等
々
の
作

業
も
ま
た
大
切
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
基
本
と
な
る
品
質
の
よ
い
系
統

ヘ
更
新
を
す
る
こ
と
が
絶
体
要
求
さ

れ
ま
す
。

こ
の
基
本
が
で
き
な
く
て
は
、
ま

ず
み
か
ん
栽
培
で
生
活
を
し
て
ゆ
く

こ
と
は
無
理
で
し
ょ
う
。

そ
の
意
味
で
今
年
の
改
植
、
高
接

事
業
は
最
後
の
年
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
本
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

水
稲
に
か
わ
る

，
収
入
の
多
い

野
菜
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
グ

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
き
ま
し
た
水
田
農
業
確
立
対
策
(
稲

転
)
は
、
平
成
四
年
度
を
も
っ
て
前
・

後
期
と
も
に
終
了
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
た
に
新
減
反
政
策
と

し
て
水
田
営
農
活
性
化
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、

減
反
政
策
の
主
旨
を
十
分
ご
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
五
年
度
水
田
営
農
活

性
化
対
策
の
主
な
あ
ら
ま
し
は
バ
次

内
勝
浦
町

②
受
付
〆
切

平
成
五
年
五
月
十
四
日

③
受
付
場
所

町
役
場
産
業
課

の
と
お
り
で
す
。 

①
目
標
面
積

全

国

六
七

・
六
万
凶

内
徳
島
県

三

0
・
一
凶 oh

(
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

平
成
四
年
度
産
み
か
ん
の
昧
は
良
か
っ
た
が
、
販
売
価
格
が

低
迷
し
、
貯
蔵
用
み
か
ん
の
将
来
に
明
る
さ
が
見
え
始
め
て
い

た
だ
け
に
、
栽
培
農
家
の
方
々
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
安
か
っ
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
探
り
な
が
ら
今
年
か
ら

の
対
策
を
お
互
い
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

回

六
、
七
二 

MUS04
テキストボックス
平成4年度産みかん価格の低迷原因と対策について平成5年度　改植（高接）事業は最後の年

MUS04
テキストボックス
水稲にかわる収入の多い野菜を作ってください



次
に
大
切
な
こ
と
は
、
土
地
基
盤

の
整
備
で
あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
「
農
業
は
運
搬
で
あ
る
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
肥
料
、
堆
肥

等
の
有
機
物
は
も
ち
ろ
ん
、
収
穫
物
の

運
搬
等
重
量
物
の
運
搬
の
連
続
で
す
。

果
樹
栽
培
先
進
国
で
は
伺
十
年
も

前
か
ら
一
樹
づ
つ
の
株
元
ま
で
、
必

ら
ず
車
が
横
付
け
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
な
い
と
経
営

的
に
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
本
町
の
現
状
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

極
く

一
部
の
限
ら
れ
た
園
地
は
別

と
し
て
、
園
の
入
口
ま
で
小
型
の
車

O
O

が
入
れ
る
と
い
う
園
地
は
条
件
の
良

い
方
で
し
ょ
う
。

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
昭
和

五
十
七
年
度
を

一 

と
し
て
指
数

炉
間
伐
さ
れ
た
み
か
ん
園

こ
れ
で
は
将
来
と
て
も
外
国
産
の

果
実
に
勝
ち
目
が
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
思
い
ま
す
。

将
来
ま
す
ま
す
高
令
化
、
婦
人
化
、

兼
業
化
が
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
想
定

す
れ
ば
、 

す
ぐ
実
行
し
な
け
れ
ば

な
い
な
い
こ
と
は
お
解
り
の
は
ず
で

す
。
園
地
内
へ
通
じ
る
農
道
を

一
日

で
も
早
く
設
置
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

l
町
で
は
、
園
地
改
造
用
の
ブ
ル
ト

ザ
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か

A
7

一
段
と
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
品
目
別
に
見
れ
ば
昨
今

の
情
勢
か
ら
し
て
、
当
然
の
帰
結
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

残
念
な
が
ら
こ
の
表
に
は
、
ス
ダ

チ
の
記
録
、
が
見
当
り
ま
せ
ん
が
、
利

用
法
の
比
較
的
似
て
い
る
レ
モ
ン
を

見
て
く
だ
さ
い
。

入
荷
量
は
六
倍
近
く
に
も
な

っ
て

い
ま
す
が
、
価
格
は
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
す
。
(
実
数
は
昭
和
五
十
七
年 

、

平
成
四
年
は
臼

自
然
食
酢
の
香
り
が
消
費
者
に
喜

ば
れ
て
い
る
こ
と
が
良
く
解
り
ま
す
。

本
町
で
は
レ
モ
ン
栽
培
は
難
し

い
が
、
ス
ダ
チ
栽
培
は
容
易
に
で

き
ま
す
。
昭
和
五
十
六
年
以
降
ス
ダ

チ
の
増
植
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

t
)

9
t

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
高

品
質
の
も
の
が
比
較
的
楽
に
作
り
出

す
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
売

値
に
つ
い
て
は
市
場
の
方
に 
h

心
任
せ

せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
品
質
の
良

い
も
の
を
大
量
に
連
続
出
荷
す
る
こ

と
に
よ
り
、
本
町
産
果
実
の
評
価
が

一
層
高
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

参
考
ま
で
に
最
近
一
年
間
の
大
阪

中
央
市
場
に
お
け
る
果
実
の
入
荷
量

と
単
価
の
動
き
に
つ
い
て
ま
と
め
て

み
ま
す
。
(
別
表 
2
参
照
)

未
だ
そ
の
目
的
を
十
分
に
達
成
を
し

て
い
ま
せ
ん
。

レ
モ
ン
以
上
の
香
り
と
上
品
さ
、

さ
ら
に
収
穫
時
期
が
早
く
労
働
力
の

分
配
に
も
な
る
ス
ダ
チ
の
増
植
を
行

い
、
万

一
み
か
ん
の
値
が
安
く
て
も

危
険
の
分
散
が
図
れ
る
作
物
と
し
て
、

ぜ
ひ

一
農
家
に
日 

は
取
り
入

i
m
a

れ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

以
上
、
改
植
(
高
接
)
事
業
、
土

地
基
盤
の
整
備
、
ス
ダ
チ
増
植
へ
の

取
り
組
み
、
こ
の
三
点
に
つ
い
て
ご

検
討
い
た
だ
き
た
く
問
題
を
提
起
し

て
み
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
取
り
組
む
場
合

に
は
、
各
種
補
助
事
業
も
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
表
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う

区 分

単 側(千円� /10ha)

加算額
基本額

産地形成加算高度利用加算

一 自主 作 物� 

(麦，大豆，飼料作物，花き等� ) 
7 20 10 

永 年 性 作 ヰ却� 
(果樹，林地，養魚池等)� 

7 

1寺� 19t1 作� 1却� 
(里子菜， たばこ等� ) 

4 
5 

(生比帯主"r官内 クワイ� 

柑 t而 U~呼菅内: ニ i マ l 
5 

f呆 全 管� E里� 
(休 利F 田)

4 

〈注
〉

こ
の
受
付
期
間
中
に
目
標
面
積
に

達
し
な
い
と
き
は
、
水
田
面
積
・
家

族
員
数

・
基
準
収
穫
量
な
ど
に
よ
り

算
出
し
た
転
作
割
り
当
て
面
積
を
各

水
田
農
家
に
分
配
す
る
予
定
で
あ
り
、

そ
の
転
作
協
力
割
合
に
よ

っ
て
、
米

の
買
上
げ
数
量
が
違

っ
て
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
作
目
標
面
積
が

一
0
0

%
に
達
し
な
い
場
合
、
補
助
事
業
が

受
け
ら
れ
な
か

っ
た
り
、
各
種
の
資

金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

、。な
お
、
不
明
な
点
、が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
町
役
場
産
業
課 

(
宮
二 
|
二

五

一

こ

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

で
表
わ
し
て
み
ま
し
た
。(一

部
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
年
度
の
違
い
あ
り
)

出て 柑橘全体 露地みかん 甘夏柑 ネーブル� J¥ 朔

年� 
S 

57 
H 

4 
S 
57 

H 

4 
S 
57 

H 

4 
S 
57 

H 

4 
S 
57 

H 

4 

入荷量� 100 65 100 59 100 43 100 54 100 49 

単価� 100 159 100 148 100 154 100 100 100 153 

|ぷTポンカ ン レモン 金 柑 ハウスみかん セミノール

年� 
S 
57 

H 

4 
S 
57 

H 

4 
S 
57 

H 

4 
S 

57 
H 

4 
S 
59 

H 

4 

入荷量� 100 101 100 578 100 135 100 191 100 227 

単価� 100 140 100 98 100 101 100 355 100 220 

出!清 見 マーコ ット 河内柑 たんかん

年� 
S 
59 

H 

4 
S 
61 

H 

4 
S 
61 

H 

4 
S 
61 

H 

4 

入荷量� 100 314 100 136 100 137 100 133 

単価� 100 138 100 134 100 151 100 213 

に
、
柑
橘
類
全
体
で
は
入
荷
量
は
十

年
前
の
六
五
%
に
ま
で
落
ち
込
み
、

日IJ 表 2 

農
家
側
の
高
令
化
や
兼
業
化
に
よ
る

規
模
縮
小
に
よ
る
生
産
量
の
減
少
が

④ 助成補助金の体系と水準

回



平
成
四
年
度
朝
桐
奨
学
賞

と
し
ひ
き

松
平
紀
亮
く
ん

平
成
四
年
度
、
朝
桐
奨
学
賞
に

松
平
紀
亮
く
ん
主
部
紀
代
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民
・
故
朝
桐

猪
平
先
生
の
尊
い
ご
遺
志
を
永
久
に

残
す
た
め
、
ご
遺
族
か
ら
寄
付
さ
れ

た
資
金
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
毎

年
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の

中
で
、
川
一子
業
や
人
物
が
優
秀
で
心
身

と
も
に
健
全
な
方
に
贈
ら
れ
て
い
ま

す。

第

9
回
勝
浦
町

れ
シ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

一

諒

一

大

会

一参一

一一
凸

ω包
包
白
白
呂
田
昌
呂
田

『
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
』

と
、
み
な
さ
ん
も
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ

ミ
ニ
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業

一

み
ち
ょ

紀
代
さ
ん

-
伊
部

松平紀亮 くん(久国)

蔀 紀代 さん(棚野)

一
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
�
 

{

「
な
か
な
か
続
か
な
い
」
と
い
う
声

-
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
こ
で
ゆ
っ
た

-
り
、
自
分
一
人
で
で
き
る
太
極
拳
を

一
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

一

太
極
拳
は
中
国
に
お
い
て
十
七
世

一
紀
ご
ろ
創
始
さ
れ
た
拳
法
の
一
種
で

一
す
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
で
、
深

平
長
呼
吸
に
あ
わ
せ
て
、
穏
や
か
な
円

一
形
運
動
で
意
識
呼
吸
動
作
の
協
調
運
�
 

-
動
を
行
う
も
の
で
す
。
中
国
で
は

、
�
 

-
治
病
健
身
体
操
と
し
て
広
く
国
民
に

干
奨
励
し
て
い
ま
す
。

一

講
座
生
の
募
集
要
領
は
次
の
と
お

-
講
座
日

毎
週

一
回
(
夜
間
)
土
曜
日

・

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

-

申

込

み

先

町
教
育
委
員
会
事
務
局

電
話
で
も
結
構
で
す

-
申
込
み
締
切
り
日 二

|
二
五
一
一

E

o
 

1
1
i
;
i
E
i
i
s
E
Z
F
E
E
E
i
i
S
i
v
a
s
-
i
E
i
l
i
r
i-

目

中

申

で

問

)

住

�

 

5
主

先

ま

口

1J
:

l

'

 

-
i
i
E
J

r-~明
B

-

で

を

島

首
E

庁

、
く
し

o

宇
品
f

h
~

。

し

a
i
u
k』

両誇

博3
H

す

の

で

方

い

�

 

叫
1

叶

守

化

平
成
五
年
五
月
二
十
日
ま
で

8

一

方

生

徳

吋

一

づ

と

す

次

ら

タ

ア

ヨ

を

(

ム

人

環

ま

(

か

ン

い

れ

は

咽

員

」

る

一

い

は

。

時

セ

奇

人

件

委

)

髭
院

を

「

り

ま

年

く

在

信
河

り

て

よ

寺

・

、

除

市
7
祉

動

る

円

山

山

清

嗣

一
-
附
藷
附
応

学

し

る

さ

後

福

立

き

章

。

常

�

 

君

に

内

コ

で

(

毎
年
、
春
の
訪
、
ず
れ
と
共
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
、
地
区
対
抗
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

三
月
十
八
日
か

ら
二
十
三
日
ま
で
の
問
、
勝
浦
中
学

校
体
育
館
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

五
日
十
:

対

大

講

れ

だ

午

民

加

で

日
間
掴
ヌ

に

合

開

さ

く

、

住

ま

講

一
玉
一
.
一

代

総

を

望

て

日

住

受
時

曜

所

者

在

て

月

黄

日

土

に

じ

無 5教

月育 


料 10委

日 員 

(月)会


優

勝

準
優
勝

l l
ムム

星
谷
チ

棚
野
チ
�
 

-
開
会
式
 

5
月
口
日
開
�
 

B

日
�
 
』
�
 

-m

山
西
掛

一
り
で
す
。

一

一一一

賞
頼
ク

1

j

 

A
級
(
初
心
者

)
5
月
口
日
�
 

級
(
中
級
者
 )
5
月
四
日

に
�
 

優勝 星谷

一一~一一一~一一一一

横 士反棚 中生万
口

J工 名 瀬本 里子 山

※
試
合
は
ダ
ブ
ル
ス
戦
、
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
ま
す
。

-
申
込
み

・
締
切
り

・
参
加
料

※
会
場
は
勝
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

雨
天
の
場
合
は
勝
中
体
育
館

時

会

」

希

し

社

座

を

を

星

谷

固

~司・ーJら V

-L
占a闘V V

o
t

O


み

日

お

込

加
一

MUS04
テキストボックス
第21回地区対抗　バスケットボール大会

MUS04
テキストボックス
参加者募集ソフトテニス大会

MUS04
テキストボックス
平成四年度　朝桐　奨学章

MUS04
テキストボックス
ミニヘルスパイオニアタウン事業太極拳講座受講生募集

MUS04
テキストボックス
中国語講座受講生募集



-R
女
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

-R

だれしい つ で
。はて っ てあ昔
実いたそる
に た が こ 。 昔 N

な
ぜ
お
節
句
に
鯉
の
ぼ
り
を
立
て
た
り

チ
マ
キ
を
食
べ
る
の
で
し
ょ
う
が

立屈i、の中ほ
派源fそ国国ん
なとののにと
お言王王楚う
方 う さ さ と に
が そ ん ま い 大
い れ に を う 昔
たはお懐f、国の
そ、仕王がこ
うそえとあと

31 
日 平成  3年度 平成  4年度

キIJ 用 者 数 20，645 25，348 

貸 出 冊 童文 19，027 22，814 

VTR.CD貸出 5，070 7，759

が
ん
ば
れ
ミ
ッ
キ 

こ
の
屈
源
さ
ん
は
ま
じ
め
な
政
治

家
で
あ
り
、
ま
た
詩
が
非
常
に
お
上

手
で
楚
辞
と
言
う
素
晴
ら
し
い
本
を

お
作
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
世
は
乱
れ
王
さ
ま
や
役

人
た
ち
は
屈
源
さ
ん
の
言
う
こ
と
を

聞
い
て
く
れ
ず
最
後
は
屈
源
さ
ん
を

政
界
か
ら
追
放
し
て
し
ま

っ
た
。

屈
源
さ
ん
は
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
着
物

を
着
て
何
日
も
ご
飯
を
食
べ
て
い
な

い
の
で
す

っ
か
り
や
せ
細
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
最
後
ま
で
正
し
い
こ
と
を

守
り
通
し
て
邪
悪
な
心
に
染
ま
っ
た

み
に
く
い
こ
の
世
を
憂
い
つ
つ
、
陽

子
江
の
支
流
に
あ
る
泊
羅
と
言
う
深

い
測
に
身
投
げ
を
し
て
な
く
な
ら
れ

た
と
言
う
こ
と
で
す
。

屈
源
先
生
の
お
な
く
な
り
に
な

っ

た
五
月
五
日
に
は
、
村
人
た
ち
は
泊

羅
の
川
岸
に
集

っ
て
高
潔
な
政
治
家
、

そ
し
て
学
問
の
神
様
と
し
て
先
生
の

五
月
の
図
書
館
行
事
ど

休

館

日 

こ
ど
も
映
画
会

毎

日

曜

日

午

後 
2
時

1
3
時 

2
日
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子

ま
ほ
う
の
ソ
ー
セ
ー
ジ

9
日

青
い
ブ
リ
ン
ク

日

日

と

な

り

の

卜

卜

口

前

編

お

日

と

な

り

の

ト

ト

ロ

後

編

初
日
く
ま
の
お
い
し
や
さ
ん

ロ

日

嗣

初

日

附

休

館

日

3
日
・
叩
日
・
口
日

・
μ
日

・ 

昨年に比べ、たくさんの方にご利用いただき、

ありがとう .ございま した。

l 本年度も尚一層ご利用くださいますようお願

い申し上げます。

回

MUS04
テキストボックス
図書館だより

MUS04
テキストボックス
図書館利用状況

MUS04
テキストボックス
五月の図書館行事と休館日
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私
に
も
あ
っ
た

差
別
の
芽

し
て
、
私
の
心
の
中
に
も
差
別
の
芽

が
あ

っ
た
事
に
気
付
き
ま
し
た
。
も

し
あ
の
女
の
子
が
私
と
母
の
会
話
を

聞
い
た
ら
ど
ん
な
に
悲
し
か

っ
た
で

し
ょ
う
。
私
は
女
の
子
に
「
髪
を
赤

注
意
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
私
も
友

達
や
家
族
の
人
の
差
別
の
芽
に
気
付

い
た
ら
、
勇
気
を
持

っ
て
注
意
し
、

一
緒
に
摘
み
取

っ
て
あ
げ
よ
う
と
思

い
ま
す
。
今
日
か
ら
私
も
、
や
さ
し

あ
る
日
電
車
の
中
で
見
か
け
た
高

校
生
ぐ
ら
い
の
女
の
子
、
髪
は
赤
茶

に
染
め
、
爪
も
真

っ
赤
、
服
装
も
は

で
で
し
た
。
「
あ
ん
な
ん
な
ら
ん
と

い
て
よ
己
「
心
配
せ
ん
と
い
て
大
丈

夫
ゃ
か
ら
斗
そ
ん
な
や
り
取
り
を
母

と
し
ま
し
た
。
電
車
を
降
り
階
段
の

所
ま
で
来
た
時
、

一
人
の
お
ば
あ
さ

ん
が
、
大
き
な
荷
物
を
持

っ
て
歩
い

て
来
ら
れ
ま
し
た
。
階
段
は
電
車
が

着
い
た
ば
か
り
と
い
う
事
も
あ

っ
て

ご

っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。
だ
れ
か

が
お
ば
あ
さ
ん
の
荷
物
に
ぶ
つ
か
り

お
ば
あ
さ
ん
は
よ
ろ
よ
ろ
と
倒
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
さ
っ

と
手
を
出
し
て
荷
物
を
持

っ
て
あ
げ

た
の
は
あ
の
赤
い
髪
の
女
の
子
で
し

た
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
時
間
で
あ

っ

た
の
に
長
い
時
が
流
れ
た
よ
う
に
思

え
ま
し
た
。
私
は
そ
ば
に
い
て
、
手

を
の
ば
せ
ば
届
く
所
に
い
な
が
ら
、

声
も
か
け
る
事
も
せ
ず
、
親
切
に
し

て
あ
げ
る
事
も
出
来
な
か

っ
た
の
で

H

す
。
そ
の
後
買
い
物
を
し
た
り
食
事

を
し
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の

事
は
忘
れ
て
し
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

H

用
事
を
す
ま
せ
た
帰
り
の
電
車
の

中
で
母
が
ポ
ツ
リ
と
言
い
ま
し
た
。

「
行
き
し
悪
い
こ
と
言
う
た
な
あ
、

差
別
に
つ
い
て
何
度
も
話
し
合
い
を

し
て
い
る
の
に
、
ダ
メ
ゃ
な
あ
己
母

は
き

っ
と

一
日
中
そ
の
事
を
考
え
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人
を
見
か

け
だ
け
で
判
断
し
て
差
別
し
て
い
た

自
分
を
反
省
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

母
の
言
葉
で
、
私
も
考
え
ま
し
た
。 

あ
ん
な
ん 

何
げ
な
く
使

っ
た

母
の
言
葉
で
し
た
が
、
考
え
て
み
れ

ば
、
ま
る
で
物
で
も
指
す
よ
う
な
言

葉
だ
と
思
い
ま
す
。
私
達
は
偶
然
女

の
子
の
や
さ
し
さ
を
見
る
事
が
出
来

た
か
ら
ま
ち
が
い
に
気
が
つ
い
た
け

れ
ど
、
あ
の
ま
ま
別
れ
て
し
ま

っ
て

い
た
ら
、
女
の
子
を
差
別
し
た
事
に

も
気
付
か
ず
に
い
な
事
で
し
ょ
う
。

恐
ろ
し
い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
ま
せ
た
り
す
る
と
、
い
つ
か
は
自

分
も
苦
し
ん
だ
り
悲
し
ん
だ
り
す
る

事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
絶
対
に
差
別
な
ん
か
し
て
い

な
い
と
言
い
切
れ
る
人
が
何
人
い
る

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
私
も
差
別

い
心
で

一
日

一
日
を
過
ご
し
た
い
と

な
ん
か
し
て
い
な
い
、
差
別
の
芽
な

ど
も

っ
て
い
な
い
と
思

っ
て
い
た
の

で
す
。
で
も
私
の
心
の
中
に
小
さ
な

差
別
の
芽
が
生
え
か
け
て
い
た
の
で

す
。
私
は

一つ

の
芽
を
母
と

一
緒
に

摘
み
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

ま
だ
心
の
片
隅
に
気
付
か
な
い
芽
が

あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
す
。
私
は

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

知
ら
ず
に
だ
れ
か
を
悲
し
ま
せ
て
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
も
し
そ
う
だ

と
し
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

私
の
差
別
の
芽
を
見
つ
け
た
人
が

い
た
ら
、
す
ぐ
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

申
@
0
0
2
4
0何
内
角

4
0
0仰
ぬ
静
妙
。 
η申
号
。
“ 

給
食
調
理
員
養
成
講
習
会

-
受
講
対
象
者


母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、


寡
婦


-
開
催
日
及
び
時
間

五
月
十
八
日

ω1六
月
三
十
日
附

し
ま
す
。
(
一

定
の
要
件
必
要
)

ま
で
の
間

十
時
1
十
六
時
ま
で
毎
週
火

・
水

眼
目 

(講
習
時
間
は
七
十
時
間
十

四
日
間
)

ωF

く
し
た
り
爪
を
赤
く
し
た
ら
不
良
で

す
か
。
は
で
な
服
を
着
た
ら
迷
惑
で

す
か
己
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
、

心
の
中
で
、
「
ご
め
ん
な

さ
い
己
と
言
い
ま
し
た
。

私
達
の
回
り
に
は
、
こ
ん
な
事
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た

だ
気
付
か
な
い
だ
け
で
、
知
ら
ず
知

ら
ず
尊
い
人
権
を
傷
つ
け
る
よ
う
な

事
を
し
た
り
言

っ
た
り
し
て
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
だ
れ
に
で
も
思
い
当

た
る
事
が
き

っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

職
業
や
生
ま
れ
た
所
に
よ

っ
て
、

い
わ
れ
の
な
い
差
別
を
受
け
、
苦
し

ん
で
い
る
人
が
ま
だ
ま
だ
多

い
と
思

い
ま
す
。
私
達

一
人

一
人
が
そ
の
苦

し
み
ゃ
悲
し
み
を
自
分
の
事
と
し
て

感
じ
る
事
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
け
ど
大
部
分
の
人
は
自
分
の

事
で
な
い
か
ら
と
い

っ
て
正
面
か
ら

見
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
達
が
差
別
に
対

し
て
正
し
い
認
識
の
仕
方
が
出
来
な

い
う
ち
は
、
知
ら
ず
に
差
別
し
、
ま

た
差
別
さ
れ
て
い
る
事
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
の
で
す
。

小
さ
い
頃
よ
く
母
が
、
「
人
に
い

じ
悪
を
し
た
ら
、
い
つ
か
自
分
も
い

じ
悪
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
斗
と
言

っ

て
い
た
け
ど
、
人
を
苦
し
め
た
り
悲

思
い
ま
す
。

だ
っ
て
私
、 

い
か
ら 
:
:
:

み
ん
な

一
緒
に
、

り
た
い
か
ら
:
:
:

H

幸
せ 

幸
せ

H

H

兵
庫
県
中
学
校
三
年
生 

ト
入
賞
作
文
か
ら
)

G支
 

，何
 

AF

Aph

向
再
臼

-
定
員

二
十
名

・
受
講
料

無

料

-
受
講
旅
費
等
の
支
給

子
供
、

受
講
に
要
す
る
交
通
費
等
を
支
給

※
詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
へ

徳
島
県
立
母
子
福
祉
セ

ン
タ
ー

徳
島
市
中
昭
和
町

一
丁
目
二

電
話 
0
8
8
6
1
5
4
1
7
4
1
8

に
な
り
た 

H

な申

w
h
A

国
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-

俳

句

桃
が
咲
き
娘
の
恋
は
実
を
結
び

花
び
ら
を
グ
ラ
ス
に
浮
べ
春
を
矢
口
み

星
谷

上

岡

久

子

つ
か
の
間
に
景
色
変
え
た
る
春
の
雪

パ
ス
の
旅
ど
ち
ら
向
い
て
も
花
の
春

棚
野

幸
山

美

好

新
築
の
専
門
学
校
学
徒
待
つ

祖
父
植
え
し
桜
満
開
鶴
林
寺

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

地
蔵
堂
落
葉
掃
か
れ
て
庭
き
よ
し

ガ
レ
ー
ジ
に
古
巣
尋
ね
て
つ
ば
め
来

る

棚

野

谷

新

太

郎

雛
祭
り
華
や
か
内
裏
勢
揃
い

菜
の
花
や
川
辺
彩
る
通
学
路

横

瀬

錦

内

常

一

花
吹
雪
浴
び
て
く
ぐ
る
や
入
園
日

ね
、
ぎ
ら
い
の
言
葉
か
け
や
り
雛
し
ま

う

横

瀬

日

下

智
世
子

日
脚
伸
ぶ
御
厨
子
明
る
き
壇
那
寺

山
語
る
人
は
老
い
ゆ
き
さ
く
ら
散
る

横

瀬

谷

翠

山

藍
の
濃
き
作
衣
の
僧
や
雪
柳

突
風
に
堪
え
て
咲
き
た
る
黄
水
仙

坂

本

美

馬

直

枝

ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
仮
装
も
歩
く
ひ
な
ま

つ
り

子
が
追
い
し
あ
ひ
る
の
首
ふ
り
水
混

む

生

名

石

田

白

萩

五
月
雨
や
病
妻
案
、
ず
赴
任
先

五
月
雨
や
ぽ

っ
く
り
の
妓
の
裾
か
ら

げ

生

名

倉

橋

テ

ル

御
馳
走
も
髪
の
飾
り
も
桜
花

野
に
山
に
我
に
春
光
惜
し
み
な
く

生

名

柳

田

末

子

軽
々
と
蛇
の
目
の
傘
や
春
の
雨

春
実
、
や
雲
と
ぶ
�
 朝
の
日
和
雨

O O

生

名

滝

口

松

月

逝
く
春
を
音
な
く
落
つ
る
砂
時
計

春
深
し
葬
花
は
い
つ
も
満
開
に

T
E
L 生

名

丸

山

香

月

二
1

四
五
八
三

五
月
五
日
〆
切

短
歌

一
人

一
首

六
月
五
日
〆
切

川
柳

一
人

一
句

※
作
品
の
す
べ
て
は
原
稿
の
ま
ま
掲

載
し
て
い
ま
す
。
選

・
添
削
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
出
詠
の

方
は
各
自
で
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
波
街
道
白
衣
の
遍
路
パ
ス
つ
づ
く

A
7

母
の
日
に
因
み
て
婚
の
使
者
と
な
り

掛

谷

駒

津

光

洋

俳
句
は
季
語
が
必
要
で
す
。

せ
せ
ら
、
ぎ
が
噛
き
初
む
る
春
の
声

前
山
に
霞
棚
引
き
鉄
塔
浮
く

掛

谷

斎

藤

�

 重
子
�
 

※

一
口
メ
モ

季
語
は
歳
時
記
に
載

っ
て
い
る
も


の
に
限
り
ま
す
。
 

(わ
た
し
の
作
品
係
よ
り
�
 
)


⑧
⑮
⑨
⑧
⑧
⑧


宛
先

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ
�
 

四(書式図)

書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左
半
分
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
�
 (本
名
、

ふ
り
が
な
っ
き
)
、
生
年
月
日
及
、び

職
業
�
 (な
る
べ
く
具
体
的
に
)
縦

書
き
で
書

い
て
く
だ
さ
い
。
(
書
式

図
参
照
)

無
職
の
場
合
は
、
「
無
職
」
と
書

い
て
く
だ
さ
い
�
 (以
前
に
職
業
に

就
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、

な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い
て
く

だ
さ
い
)
。

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に

「
主
婦
」
と
書

い
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

(約 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
�
 

M
j皮

郵
便
番
号
、
住

ふ

り

氏

職

業

所
なや

恒

生
年
月
日

カず

三
、
注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、

格
と
な
り
ま
す
。

歌
で
あ
る
場
合

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

-

一
、
平
成
六
年
歌
会
始
の
お
題

『

「
波
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
�
 

二
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

-
H

一詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で

一
人
�
 

-

一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

4

り
ま
す
。

【
口

用
紙
は
、
半
紙
�
 (和
紙
)
と
し
、
�
 

-

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た

】

だ
し
、
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合

は
、
用
紙
は
随
意
と
し
、
毛
筆
で

司

な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

同

病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

守

自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

【

は
、
他
人
が
代
筆
し
て
も
差
し
支
�
 

-

え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
筆
の
場
合

目

に
は
、
別
の
紙
に
代
筆
の
理
由
、
�
 

F F F F

代
筆
者
の
住
所
及
び
氏
名
を
書

い


『

て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い


-

な
お
、
視
覚
障
害
の
方
は
、
点


司

字
で
詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り


【

ま
せ
ん
。


詩
の
こ
み
ち

o
 O

 

〆
切 短

歌
・
俳
句
・
川
柳
募
集

あ
て
先
横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

短
歌
一
人
一
首

川
柳

一
人
一
旬

あ

て

先

中

角

豊

田

明

俳
句

一
人
二
句

い
づ
れ
も
五
月
二
十
日

平

及ム
成

びノ¥
 
i認年

可欠
進ふ

司ら Z三

お始

の


詠‘
品あ

雲題

領

付

一

人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場

ム口

同

詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌

と
同

一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た

同

詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る

日
以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他

の
出
版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
り
発

表
し
た
場
合

四

二
の
同
に
記
し
た
代
筆
の
理
由

書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆

と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

同

住

所

、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職

業
を
書

い
て
な
い
も
の
そ
の
他
こ

の
詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

四
、
詠
進
の
期
間

お
題
の
発
表
の
日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、

消
印
が
九
月
三
十
日
ま
で
の
も
の

を
有
効
と
し
ま
す
。

五
、
郵
便
の
あ
て
先

「
一Tm
東
京
都
千
代
田
区
千
代

ル

回

一
番

一
号
宮
内
庁
」
と
し
、
�
 

↓

封
筒
に

「詠
進
歌
」
と
書
き
添
え

メ
で
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ

汁

く

折

っ
て
封
入
し
て
も
差
し
支
え

セ

あ
り
ま
せ
ん
。
�
 

制

六、

以
上
に

つ
い
て
疑
問
が
あ
れ
ば
、

( qd
 

直

接

、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き、

返
信
用
切
手
を
は

っ
た
封
筒
を
添

え
て
、
九
月
二
十
日
ま
で
に
問
い

詠
進
歌
は
失

回

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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一
分
け
れ
ば
資
源
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ 
…

ゴ
ミ
の
減
量
化

資
源
化
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

回
収
日
の
朝
九
時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
必
ず
名
前
を
記
入
し
て

だ
し
て
く
だ
さ
い
。

住んでよくおとずれてよい

まちをめざして
勝浦中央商庖街組合振興部 井上徳子

勝
浦
中
央
商
庖
街
組
合
で
は
、
毎

月
一
回
魅
力
の
あ
る
街
作
り
の
た
め

の
勉
強
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

講
師
の
先
生
を
お
招
き
し
て
、
幅

広
い
知
識
を
お
話
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
組
合
員
同
志
の
意
見
を
出
し
合

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
提
案
で

何
か
奉
仕
活
動
を
始
め
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
第

一
回
目
の
試
み
と

し
て--。
、
空
き
缶
拾
い
を
実
行
し
ま
し

み
人

三
月
二
十

一
日
朝
七
時
か
ら

一
時

間
余
り
、
三
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
別
れ

て
、
横
瀬
橋
か
ら
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
ゆ
聞
を
行
い
ま
し
た
。
道
路
脇
の

溝
や
畑
の
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
公

固
ま
で
も
回
り
、
空
き
缶
や
ピ
ン
、

そ
の
他
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
紙
く
ず

等
、
二
十
袋
ほ
ど
集
め
ま
し
た
。
幸

い
お
天
気
も
良
く
暖
か
か
っ

た
の
で

朝
の
さ
わ
や
か
な
空
気
を
い
っ
ぱ

い

眼
い
こ
ん
で
、
奉
仕
活
動
と
い
う
気

負
い
も
な
く
楽
し
く
話
し
な
が
ら
気

持
ち
よ
く
終
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

環
境
美
化
、
町
の
発
展
に
つ
な
が

る
た
め
の
活
動
と
し
て
、
少
し
ず
つ

前
進
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る

商
庖
街
を
め
ざ
し
て
、
組
合
員

一
同

研
鎖
寸
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

アルミ缶の回収に 

ご協力を� l 


アルミ缶回収場所

平成�  5年� 5月� 24日(月)

地 区 回収場所

坂 本 勝浦郡農協坂本事業所

与 川 内 イシ 与川内事業所

横� j頼 勝浦郡農協本所

中 山 消防詰所横� 

tllJl n 河川敷ゲートボール場横

久 国 役場庁舎裏

生 名 生名集会所(東林庵)

星 口一cr 星谷橋北詰ゴミフェンス横

黒 岩 中央橋北詰ゲートボーJレ場償フェンス� 

1ヴト、 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

沼江 ・石原 石原ゴミフェンス横

掛谷 ・山西 勝浦郡農協生比奈支所

中 角 農村婦人の家・鳥越ゴミフェンス検

h
F

ア
ル
ミ
缶
回
収
収
益
還
元
洗
い
桶

ア
ル
ミ
缶
回
収
経
過
報
告

と
結
び
文
が
添
え
ら
れ
る
等
、
心
あ

た
た
ま
る
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
、
ほ

ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
量
も
少
し
づ

っ
増

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
過
去

一
年
間

の
ア
ル
ミ
缶
量
は

一
、
二
六
九
同
で
し

た
。
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し
た
収
益
金

で
洗
い
桶
を
購
入
い
た
し
ま
し
た
。

各
集
会
所
に
配
布
い
た
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

サ
イ
ク
ル
出
来
る
と
思
う
と
、

み
ん
な
で
共
に
協
力
し
、
ゴ
ミ
の

減
量
化

・
資
源
化
に
向
け
て
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

生
活
学
校

岸
上
イ
マ
ノ

ア
ル
ミ
缶
回
収
を
始
め
て

一
年
が

過、
ぎ
ま
し
た
。

A商庖街環境美化活動� 

「
今
度
の
回
収
日
は
い
つ
で
」

「少
な
い
け
ど
袋
に
入
れ
て
あ
る
け

ん
な 

」
l

「リ
も
っ
た
い
な
い
の
で
」

今
日
も
う
れ
し
い
電
話 
:
:
:
、
ま

た
回
収
日
に
は
「
ご
苦
労
さ
ん
で
す
」

四

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



....5召江，石原老人会 社会奉仕ごくろうさま。� 

⑥⑧⑨⑩ 

5月12日(水)-6月11日(金)

ポイj含て防止のためのボラン� 

全 田T 斉 j青 f需 日

6月6日 7月4日� 8月1日� 9月5日� 10月3日

一戸に一人は必らず参加し、区長さん ・保健部長さんの

指示に従い、各地域の実情に応じた取り組みをしまし ょう。� 

しょう。� 

で
力
を
合
わ
せ
て
拾
っ

た
缶
、
瓶
は

沼
江

大

井

キ
ヌ
ヱ

先
日
、支
部
長
さ
ん
よ
り
「奉
仕
活

動
と
し
て
あ
き
缶
拾
い
を
し
ま
せ
ん

か
」
と
の
お
話
が
あ
り
、沼
江
石
原
老

人
ク
ラ
ブ
の
人
達
と
い

っ
し
ょ
に、

一
人
が
自
覚
し
て
美
し
い
町 
つ
く
り

三
月
二
十
三
日
早
朝
よ
り
あ
き
缶
、

あ
き
瓶
を
拾

っ
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

に
国
体
の
年
で
す
。県
内
外
か
ら
た
く

道
端
、
用
水
、
田
の
中
、
所
か
ま
わ

ず
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
見
て
も
気
持
ち
の
良
い
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
道
端
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
あ
き
缶
ゃ
あ
き
瓶
は
、
事
故
の

原
因
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な

e

車
二
台
分
も
あ
り
ま
し
た
。
一

部
分

の
心
が
け
の
悪
い
人
の
為
に
多
く
の

人
に
迷
惑
が
か
か
り
、ま
た
町
の
美
観

も
そ
こ
な
わ
れ
ま
す
。
ど
う
か

一
人

に
心
が
け
た
い
で
す
ね
。
今
年
は
特

さ
ん
の
方
々
が
お
見
え
に
な
り
ま
す
。

住
み
よ
い
美
し
い
町
ゃつ
く
り
の
為
に
、

老
い
も
若
き
も
力
を
合
わ
せ
て
美
化

運
動
に
励
み
ま
し
ょ
う
。
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
様
、
ポ
イ
捨
て
は
や
め
て
下

さ
い
。
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
す
。
そ
れ
と
阿
南
市
や
那
賀
郡
方

面
か
ら
徳
島
市
内
に
向
う
最
短
時
間

で
行
け
る
町
道
が
あ
り
、
朝
夕
の
ラ

程
拾
た
よ
う
な
次
第
で
す
。
町
道
県

ッ
シ
ュ
時
に
は
、
勝
浦
町
内
で
は

一

道
で
私
の
車
と
中
野
吉
美
さ
ん
の
車

番
多
い
交
通
量
で
、
色
と
り
ど
り
の

二
台
で
満
杯
に
な
り
、
直
接
立
川
の

や
空
缶
拾
い
を
し
て
い
る
よ
う
な
訳

で
、
今
日
も
多
い
畑
で
は
袋
に
一

杯

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の

ご
意
見
拝
聴

社会奉仕に参加して


沼
江高

橋

正

雄

春
の
暖
か
い
朝

の
太
陽
の
光
を
背

に
受
け
て
、
決
め

ら
れ
た
袋
と
道
具

を
手
に
思
い
/
¥

定
め
ら
れ
た
集
合

場
所
に
三
三
五
五

集
ま
っ
て
来
ま
し

た
三
月
二
十
三
日

こ
の
日
は
、
私
達

沼
江
石
原
老
人
会

の
社
会
奉
仕
日
の

私
達
の
部
落
は
、
勝
浦
町
の
東
北

に
位
置
し
て
勝
浦
川
に
沿
っ
て
県
道

が
あ
り
、
町
の
玄
関
口
を
な
し
て
い

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
家
庭
で
ご
利
用
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の

感
想

・
ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

(カ
レ
ンダ
ー
の
三
月
の
裏
面
に
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。)

乗
用
車
が
切
目
な
く
続
い
て
お
り
ま

焼
却
場
に
持

っ
て
い
き
役
場
ま
で
帰

す
。
し
か
し

こ
の
車
が
く
せ
も
の
で
、

る
と
ち
ょ
う
ど
十
二
時
で
し
た
。
今

道
路
の
両
側
の
田
や
畑
に
ジ
ュ

ー
ス

日
の
奉
仕
者
は
沼
江
、
石
原
老
人
ク

の
び
ん
や
コ
ー
ヒ
ー
の
空
缶
等
を
ポ

ラ
ブ
の
十

一
人
の
方
々
で
皆
様
が
進

イ
捨
て
す
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
お

ん
で
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
お
か
げ

百
姓
さ
ん
達
は
、
春
の
暖
か
さ
に
伸

勝浦町大字久国字久保田

勝浦町 役場

環境衛 生 課行

同《山、代小ハハハハハハハハ~ハベ

このカレンず を使つてのご感想どちらかにO印

をつけてください。� 

1.便利なのでぜひ作ってほ しい� 

2必要なし

ごE更 ご提言をよろしくむ願ぃ� Lま寸
 F

住 所勝浦町大字

氏名� : 

び
た
草
を
刈
り
、
夏
の
田
植
の
準
備

に
か
か
る
の
で
す
。
こ
の
時
、
び
ん

や
缶
が
残
っ
て
い
た
場
合
、
時
に
は

怪
我
を
す
る
の
で
す
。

朝
の

一
駒
で
す
。

私
達
老
人
も
、
残
り
少
な
い
老
後

を
社
会
の
為
に
何
か
奉
仕
が
出
来
れ

ば
と
思
い
、

で
は
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
び
ん

で
楽
し
く
仕
事
が
出
来
ま
し
た
。
私

達
老
人
ク
ラ
ブ
全
員
が
微
力L
で
は
あ

り
ま
す
が
、
社
会
の
為
に
何
か
御
役

に
立
て
ば
と
決
意
を
新
た
に
し
た
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
、
ご
奉
仕
い
た
だ
い
た
皆
様

方
に
重
ね
て
厚
く
お
礼
申 

上
げ
ま

キリ� l リ線 

酎i(1出はがき 
  

す
。 

:iiお;;: 回目白日目� 
i

春
と
秋
に
は
さ
さ
や
か

l<t.ーさ品，.:

回
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5月25日側

午前9時から

午後4時まで

・場所 小松島中央会館

・相談員 藤本 浩

※お気軽にご相談ください。

交通事故相談日

時-日

マ
N
T
T
・
四
国
電
力

・
四
国
放

送
・
�
 N
H
K
・
L
P
ガ
ス
保
安
協

会
な
ど
。
�
 

A
V
訓
練
項
目

マ
人
命
救
助
マ
水
防
工
法

マ
初
期
消
火
マ
気
象
通
報

マ
配
電
線
応
急
復
旧
マ
避
難
誘

導
マ
孤
立
者
救
出
な
ど
。

次
の
日
程
で
予
防
注
射
を
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
こ
れ
が
最
後
で
す

の
で
、
受
け
て
い
な
い
方
は
最
寄
り

の
場
所
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

-
登
録
料

二
千
百
円
�
 

'ト
�
 

E
，
す
ヰ

唱
、
�
 
f
p
ι

白
且
�
 4
虫
干

二
千
八
百
円
�
 

¥UVノ刷
⑧

⑨
 

徳
島
県
総
合
防
災
訓
練
 

⑨
 ⑧
ρ色


ケイシチョウ??


犬の登録と
狂犬病

予防注射に
ついて

日 手呈 表

笹
視
長
は
階
級
、
警
視
庁
は
東
京

都
の
警
察
組
織
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
他
の
官
庁
や
会
社
と
同
じ

よ
う
に
部
課
長
制
度
も
採
用
し
て
い

ま
す
。
瞥
察
署
の
規
模
に
よ

っ
て
も

違
い
ま
す
が
、

一
般
的
に
、
署
長
は

警
視
、
次
長
は
経
験
の
豊
富
な
警
部
、

ー
課
長
は
警
部
ま
た
は
警
部
補
、
係
長

は
警
部
補
、
課
員
は
巡
査
部
長
以
下

と
な

っ
て
い
ま
す
。

i
d
H
H
H
H
U
H
U
H
H
H
H
H
H
H
U
H
H
M
H
H
"
"
H
H
U
"
"
"
"
"
H
"

“
�
 

Hu"maz--sJHHHH 

不用犬の
買い上げ.日

-飼し、犬は必ずつないで

飼ってくださいー� 

5月12日(水)� 

5月26日(水)

どるあ� 

土暴 所 時 間

午前� 9: 30 
勝農坂本事業所

9 : 40 

午前� 9: 50 
与川内公会堂前

10 : 00 
5 

午前10: 10 

月
勝浦郡農協本所

10 : 20 

午前10: 30 
23 勝浦町役場

10 : 40 

午前10: 50 日
生名センター前

11 : 00 

(日) 
午前11: 10 

勝浦会館
11 : 20 

午前11: 30 
古山商庖横

11 : 40 

午前11: 50 I 
勝農生比奈支所

12 : 00 ' 

某
局
の
刑
事
ド
ラ
マ
で
、
「
部
長
刑

事
」
と
い
う
人
気
番
組
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
部
長
刑
事
と
い
う
の
は
、
巡

査
部
長
の
階
級
に
あ
る
刑
事
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。

一
般
の
人
に
は
理
解
し
に
く
い
の

が
警
察
の
階
級
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は

下
か
ら
順
番
に
、
巡
査
、
巡
査
長
、

巡
査
部
長
、
警
部
補
、
警
部
、
警
視
、

警
視
正
、
警
視
長
�
 (県
替
で
は
最
高

責
任
者
の
本
部
長
が
警
視
長
)
、
警
視

監
、
警
視
総
監
�
 (警
視
庁
の
最
高
責

任
者
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

回

MUS04
テキストボックス
交通事故相談日

MUS04
テキストボックス
徳島総合防災訓練

MUS04
テキストボックス
けいさつ豆知識ケイシチョウ



農村環境改善センターから 2 

年度の始め

f
u
h
~

土品 

役場前庭に水銀照明灯


会議などで夜遅くなっても安心.1/

野崎泰宏さん(生名)


役場前庭に電灯を寄贈


住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
夜
遅
く
ま

で
会
議
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
の
安
全

に
と
、
野
崎
泰
宏
さ
ん 

(
生
名
)
か

ら
役
場
前
庭
の
駐
車
場
を
照
ら
す
電

灯
(
二
基
)
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

「
セ
ン
タ
ー
の
灯
が
消
え
る
と
足

元
さ
え
不
安
な
の
が
、
こ
の
照
明
が

あ
る
と
自
動
車
の
鍵
穴
も
判
か
る
」

と
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る

方
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

野
崎
さ
ん
の
こ
の
寄
贈
に
対
し
、

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

2 
2 
2

セ
ン
タ
ー
の

カ
ー
テ
ン
を
上

げ
な
が
ら
窓
下

に
見
る
坂
本
川

の
さ
ざ
波
が
、

与
川
内
の
方
か

ら
横
瀬
の
方
に

向
か

っ
て

い
た

の
が
、
反
対
方
向

に
寄
せ
る
事
が

多
く
な

。 っ
て
来

ま
た
竹
の
節

々
や
椿
の
葉
の

一
枚

一
枚
を
く

っ
き
り
と
水
面

に
う
つ
し
た
朝

の
坂
本
川
を
見

る
と
き
、
落
ち

着
き
の
な
か
に
、

に
用
意
し
て
頂
い
た
桜
七
十
本
、
紅

葉
三
十
本
を
今
回
も
添
え
木
を
し
、

し
ゅ
ろ
皮
を
巻
き
、
麻
ひ
も
で
固
定

し
、

一
本
一
本
に
思
い
を
込
め
て
植

樹
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
植
樹
記
念
と
し
て
の
看
板

も
立
て
ま
し
た
。

ま
だ
小
さ
な
苗
木
で
は
あ
り
ま
す

が
、
五
年
後
、
十
年
後
に
は
桜
街
道
、

紅
葉
街
道
と
な
り
、
町
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
て
来
る
の
を
夢

み
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

l

八はお続な五 上い習械そ赤 f更が的人会�  2 
時休 聞きつ日使にま室がの飯利 簡 ホ か 、 ま �  2
ま館 合不て前用おすまあ他づな単�  l ら映た�  2 

T で日せ要いま手気 。た つ にく真にル五画 、P 
E 開で く)ま で 続 軽 本 相 て も り 空出 、O 会大 三� 
L 館、だ 詳すにきに 年談広いが包来そ�  O 等会 誌

致毎さし ょ しはご度室くろ楽装るし人の�  12
二し週いい健て原 利も保ていに機設で収催講�  Z
|て木 。事康い則用今健使ろ出、 備ジ容し演�  3 

議
室 

(和
室
)
。
演
芸
な
ど
の
舞
台
練

幸
福
感
に
も
似
た
感
じ
に
ひ
た
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

秋
の
天
狗
岳
と
坂
本
川
も
良
い
で

す
が
、
楢
や
樫
の
木
々
の
聞
に
点
々

と
、
突
然
花
に
あ
ら
わ
れ
る
山
桜
に

彩
ら
れ
た
天
狗
岳
や
、
時
折
白
い
腹

を
み
せ
て
遊
ぶ
坂
本
川
の
ハ
イ
な
ど
、

改
善
セ
ン
タ
ー
の
四
月
は

一
年
中
で

最
も
好
い
季
節
で
し
ょ
う
か
。

さ
で
、
さ
き
に
も
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
し
た
よ
う
に
、
改
善
セ
ン
タ
ー

に
は
健
康
、
つ
く
り
の
為
の
い
ろ
い
ろ

の
器
具
を
備
え
た
健
康
増
進
室
。
研

修

・
趣
味
の
為
の
会
、
説
明
会
な
ど

に
は
農
事
研
究
室
。
囲
碁
将
棋
、
茶

席
、
着
付
、
そ
の
他
諸
会
合
に
は
会

習
に
は
ホ 

ル
の
舞
台
等
が
ご
ざ
い

ま
す
。

5翠なは増たとくま室いの来も、ユ出に会11三 お
三 り日お事進だしだで等や器るち保�  l来は 、 2 
O まは火務室 くてさよもす具蒸つ存スる四演�  2 
O す 午曜所は事使いりごい・器き食 作 多 �  O 芸� 2

春には桜街道

款には紅葉街道をH指L-.....! 

年てる羅星 て 所 高 幡 川 こ 年 植 年
もい林尾のこきに原神ダの目樹 、青
三 ま道高岩こ ま植な社ム事とし桜年
月すに 原屋数し樹ど 、、 業な今の会
にが 植 へ か 年たを町婆大でり年苗で

、樹通 らは 。行 内羅宮、まで木 は
町今しじ婆、 つ 各尾八立す八を毎

回

MUS04
テキストボックス
青年会桜の苗木植樹

MUS04
テキストボックス
春には夜桜秋には紅葉街道を目指し

MUS04
スタンプ



特
養
入
所
者
に
手
作
り
人
形
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
グ

美
馬
綾
子
ご
夫
妻
(
久
国
)

四
月
九
日
制
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
喜
楽
苑
に
入
所
し
て
い
る
方
々

に
、
三
十
五
個
の
か
わ
い
い
手
作
り

の
人
形
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

美
馬
綾
子
ち
ん
が
長
期
大
院
中
に
タ

オ
ル
と
手
袋
で
で
き
た
人
形
の
作
り

方
を
覚
え
、
退
院
後
こ
つ
こ
つ
と
作

り
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
す
。

美
馬
さ
ん
は
、
「
入
院
中
に
覚
え

作
っ
た
人
形
を
友
達
に
贈
っ
た
ら
喜

ん
で
も
ら
え
た
の
で
、
今
回
、
特
別

養
護
老
人
ホ 
l
ム
に
入
所
し
て
い
る

方
に
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら

と
思
っ
て
作
り
ま
し
た
よ
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

自
動
車
税
は

納
期
内
に

自
動
車
税
の
納
期
限
は
五
月
三

十
一
日
で
す
。
納
期
内
に
納
め
て

く
だ
さ

い
。

領
収
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
納

税
証
明
書
は
、
車
検
の
際
に
必
要

で
す
か
ら
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。 

平成5年度
各地区新区長決まる/
平成� 5年度の各地区の新区長が決ま

りました。この� 1年間、お忙しいこと

と思いますが、町行政へのご協力よろ

しくお願いいたします。

I也 区 名 区 長 名

石 原 北 本 義 博� 

Y召 江 北 島� f~ 彦� 

A7 山 山 路 宰� Y台

掛 ノEiコ、 河 内 徳、 男

山 西 南� BB 
黒 岩 西 文 市

田 岡 支:H:

中 角 武 田 寛

星 '小口l 富' 本 重 孝

生 名� 1青 水 秀� r台

久 国 福 井 笹 男

棚 里子 幸 山 善 己

立� JII 岩 本 世子 t桂

中 山 栗 城; 尭

横� j頼 日 下 敏 夫

与 川 内 高 木 ，申じ，、

士反 本 新 居 雄 彦

社会総合大学開講式

講 ;寅
司巴

ぬ

V
S

ぬ
副
総
沼
町
笥
ぬ


会
心--=ロ

-日時 平成5年5月26日(水)

午前� 9:30 開式

-場所 勝浦町住民福祉センタ-

3階大ホール

憲
法
週
間
行
事
と
し
て
、
徳
島
に

お
い
て
も
次
の
と
お
り
記
念
行
事
を

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一
、
無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

・
日
時	

五
月
十
日
開


午
前
十
時
1
午
後
三
時


・
場
所	

徳
島
地
方
(
家
庭
)
裁
判
所

(
徳
島
市
)

大
相
談
内
容
は
、
金

銭
、
借
地
・

借

家
、
交
通
事
故
、
家
事
、
登
記
、

戸
籍
、
人
権
な
ど
法
律
上
の
問
題

で
す
。

二
、
講
師
の
派
遣

各
種
団
体
か
ら
講
演
の
希
望
が
あ

れ
ば
、
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

三
、
裁
判
所
の
見
学
、
裁
判
の
傍
聴

土
曜
日
、
日
曜
日
、
休
日
以
外
は

い
つ
で
も
結
構
で
す
が
、
団
体
の
場

合
は
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

女
徳
島
地
方
裁
判
所
の
所
在
地
及
び

電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一Tm
徳
島
市
徳
島
町
一
丁
目
五

番
地

雷 

八
八
六
|
五
二
1

コ
二

O

勝浦町では、町民の豊かな心と、郷土を愛する

心を養P'住んでよく・訪れてよいまち阿波勝浦」

を目指し、多くの行事を実施しております。

平成5年度の社会総合大学の開講式を記念して、

次のとおり講演会を開催します。

町民多数のご来場をお待ちしております。

記

記念講演 午前10時00分

演題 「三世代における生涯学習とは」
もり

講師 元四国女子大学助教授杜 性次
せいじ

先生

回

四
一

MUS04
テキストボックス
社会総合大学開講式

MUS04
テキストボックス
憲法週間行事案内



• • • • 

~\./~I 東四国国体スポーツ芸術
Zγ/¥ 

全国スポーツ写真コンクール 〈応募規定〉� 

-ァーマ スポーツ(競技スポーツ、市民スポーツ -発 表 平成� 5年10月l日(劃

をはじめ、スポーツに準ずるあらゆる活 報道機関に発表するとともに、入賞者に

動が対象になります。) 直接通知します。

-募集期間 平成 5 年 4 月 1 日(柄~ 9 月 10 日(創 -送り先

(当日消印有効) 〒150東京都渋谷区神南� 1-1 -1 

-部 門 ①中 ・高校生の部 ②一般の部 岸記念体育会館内日本スポーツ芸術協会

(し、ずれの部門もアマチュアに限ります。) 「全国スポーツ写真コンクール」係
-作 ロロ

ロ A. 白黒プリント(キャビネ~四切)� 官� 03-3481-2415

B. カラープリント(キャビネ~四切)� 

C. カラースライド (35 ミリ~ 6 X 7) 
徳島県教育委員会文化課内-問い合わせ先 

• 賞 ①、②の各部門毎に、金賞� 1点、銀賞� 5
第48回国民体育大会スポーツ芸術推

(いずれの作品でもかまいません。)

進委員会事務局� 
点、銅賞10点、優秀賞30点及び県内優秀

ft0 8 8 6 -2 1 -3 1 6 2 
賞を表彰します。

勝浦町国体室(勝浦町役場内
(入賞者には、賞状、メダル、副賞を贈り

ます。県内応募者には参加賞を贈ります。)
TEL2-2511) 

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。(

旧
任
で
す
。

(
四
月
一
日
付
)

税
務
保
険
課

課

長

主
総

務

産
課

業

幹 課 長 課

横
瀬
小
学
校

沼
江
保
育
所

所

長

住
民
福
祉
課

係

長

事
ボ，41

建

設

長 課

生
比
奈
保
育
所

次
の
と
お
り
町
職
員
の
昇
任

・
人

所

長

山

田

智

恵

子

用

務

員

井

元

初

子

保

母 町

職

目
黒
人
事
異
動


(横
瀬
保
育
所
調
理
員
)

志
摩

道
子(同

次
長
)

円

乗

安

代

山
平

志
信
�
 

(横
瀬
保
育
所
保
母
)

岩
佐

西
野

岡
本

柳
津

(同
課
長
補
佐
)

誠
明(

同
主
事
)

裕
之

政
市

仁
美

(
産
業
課
長
)

(同
技
師
)

(同
次
長
)

(同
主
幹
)

)
内
は

ま
た
次
の
方
々
が
退
職
さ
れ
ま
し

た
。
長
い
間
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

次

長

福

井

福

美
(
同
次
長
)

'古川ド 

美
智
子

4
P
1
 

横
瀬
保
育
所

所

長

(横
瀬
保
育
所
保
母
)

調

理

員

三
好

君

代

(
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
)

播

ミ

ス

子

中

川

恵

美

子

武

市

タ

メ

ノ

玉

置

テ

ル

子

呑

口

好

子

�

 

(
同
主
任
保
母
)

主

任

保

母

寺

尾

弘

恵

(生
比
奈
保
育
所
保
母
)

保

母

阿

望

美

登

里

(
生
比
奈
保
育
所
保
母
)

保

母

木

村

美

枝

(
生
比
奈
保
育
所
保
母
)

調

理

員

岡

田

英

子

主
任
保
母

f呆 f呆 保 保

母 母 母 母
(沼
江
保
育
所
調
理
員
)

神
子
家
素
恵(

同
保
母
)

鈴

木

倫

子

(
横
瀬
保
育
所
保
母
)

青
山
美
恵
子

(
横
瀬
保
育
所
保
母
)

増

田

瑞

穂

高

木

雅

子

(
沼
江
保
育
所
保
母
)

(選� 
在生町小 対 で� 72定 広パ 見� と� 

・ lこ相� 
申

111
 石� 
!ι4天1ι

火� 

O 徳橘県職業 が
18

8
6

島き �  5 6
市湾、に月 し 住町 、松 決 人 員 島ス 学先 泊月�  

r万開電住�  21込 の 、羽島 象� 疋ム 県に�  2 3 き
j代 発 話所日 み 方自ノ市 �  "-" 1 参 竹て 日日�  
l 町局番、 (到 岐� j甫

、
生市 加 原竹 休)

町 四TD券1 号氏ま 、 料 町費 市原�  
〒 を 名 で 、浦 各 )火  

見 力�  
6 発2 

3 1 7 ~c 日 鷲 町、 9 を力 月
学 電和敷 人、 見 発 �  42 、 7 T入入年メ3 

ヱ 電 �  O し
往
復 {主 阿I郡 学電 日 所、賀iHJ [ま 抽 所 (劃ヘ 話 て
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固

MUS04
テキストボックス
東四国国体スポーツ技術全国スポーツ写真コンクール（応募規定）

MUS04
テキストボックス
町職員人事異動

MUS04
テキストボックス
石炭火力発電所見学

MUS04
スタンプ
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総合健康診査を受けよう

5月の健康行事 お問い合わせは環境衛生課、保健婦へ。

日

6 

13 

14 

日程� 

木� 

木� 

金� 

内� ~ヲ、、

草色 ぷ口入 健 康 きロ八P 査

手志� iロk 健 康 圭ロ八ク' 査

1歳� 6か月児健康診査� 

立サ 象 者

一 自主 の 方� 

自主 の 方� 

H 3 .9 .1 ~11 . 30まで� 

に生まれた子� 

受付時間

8 : 30~ 10:30 

8 :30~ 1 0:30 

13: 30~14 :00 

場 所

今山ふれあい
チ入マ 流 長官

久国集会所�  

勝浦病院

持参する

もの他�  

11健康手� 1長

健康手帳

質問票

母子手帳

26 

27 

28 

水� 

木� 

金

ポリオ生ワクチン投与� 

ss ぷロk 健 康 吾ロ.~ 査

手L 児 健 康 三ロクか' 査� 

- 生後 3 か月 ~ 18 か月
までの子

• 48か月未満の子でまだ� 

2回のんでいない子� 

一 自又 の 方� 

H 4 .1 2 .1 ~ H 5.3 . 3 1 

までに生まれた子

13: 30~15: 00 

8 :30~ 1 0 : 30 

1 3 : 30~14 : 30 

農村環境改善

センター�  

棚野集会所

勝浦病院

問診票

母子手帳

健康手帳

母子手帳

健康診査は、がん、心臓病、脳卒中などの成人病を早期に発見し適切な治療、管理をはかるためだけで

なく、健康状態を総合的に診断することによって、壮年期からの健康づくりの課題をも発見するために行

われます。

内容は次のとおりです。

ただし、生活保護世帯の万、市町村民税非課税也帯の万及び満70歳以上の万は無料です。受付時にお申

し出ください。� 

3豆 〉胃検診 基本健診を受診される方は、何も食べずにおこしください。

検診の種類 事ヰ 金 ， 

胃 検 圭p人'" 500円

基本 健 診?
(循環器健診)

生正 料

肺がん検診�  
100円(レントゲンのみ)�  
400円(レントゲンと暗夜検査)

大腸がん検診� 600円

結核検診 鑑 料

固

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
総合健康診査を受けよう



ゐの健康

(その 1) 

一
歳
を
す
ぎ
る
と
、
心
の
発
達
は

自
分
で
や
り
た
が
り
ま
す
。
い
や
な

複
雑
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
と
ば
の

種
類
も
多
く
な
り
、
簡
単
な
単
語
を

態
度
で
拒
絶
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

使
っ
て
、
人
と
の
交
わ
り
も
で
き
る

ぬ 

事

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
喜

4

ペ〉

怒
哀
楽
と
感
情
の
墓
礎
の
で
き
る
大

、

¥叫

切
な
時
期
で
す
が
、
そ
れ
に
は
お
母

4
¥ 

さ
ん
を
は
じ
め
、
身
近
な
大
人
と
の

乍 
ι一一 

m

F J 

ふ
れ
あ
い
が
大
切
で
す
。

自
分
か
ら
す
り
寄
っ
て
、

当
。
い 

T

“ト
，一

品

酔

親
愛
の
情
を
示
し
ま
す
。
必
仏
限
切
叫

A
V 

3R
J

mJ
F
J
n

L
r
F w

da

こ
と
を
さ
せ
ら
れ
る
と
、
は

っ
き
り

お
母
さ
ん
と
の
関
係
は

強
く
、
お
母
さ
ん
が
他

の
子
ど
も
に
興
味
を
示

し
た
り
す
る
と
、
や
き

も
ち
を
や
き
ま
す
。
ま

た
、
好
き
な
相
手
に
は

グま
む
し 
μ

に
か
ま
れ
た
ら

勝浦病5月②日 2-2555 

上勝診療所5月④ 日 6-0302 

5月� 6日 勝浦病院�  2-2555 

5月� 8日 山 西 医院�  2-3027 

5月10日� JJ者 浦病院�  2-2555 

5月12日 湯 浅 医 院 �  2-2003 

5月14日� 1

2-25555月⑬日

券 浦病院 2-2555 

勝浦病院

5月18日 赤岩 医院�  2-2006 

5月20日 上勝診療所�  6-0302 

5月22日 勝 浦病院�  2-2555 

5月24日 山 西医院�  

5月26日 勝 浦病院�  2-2555 

5月28日 湯 浅 医 院 �  2-2003 

勝浦病 院5月⑩日 2-2555 I 

J

{ヰ』
 

社
会
性
の
芽
ば
え

お
と
な
の
感
情
や
意

志
を
あ
る
で
い
ど
理
解

で
き
ま
す
。
親
の
顔
色

を
う
か
が
い
な
が
ら
、

い
た
ず
ら
す
る
し
、
大

人
の
し
ぐ
さ
を
ま
ね
る

な
ど
の
行
動
が
み
ら
れ

ま
す
。

自
我
の
芽
ば
え

動一歩調


何
ご
と
に
も
自
分
を
ま
ず
主
張
し
、 

協
調
性
の
芽
ば
え

自
分
以
外
の
子
ど
も
に
興
味
を
示

し
、
近
づ
い
て
い
こ
う
と
し
ま
す
。

で
も
、
友
だ
ち
関
係
は
初
歩
的
で
、

ま
、
だ
い
っ
し
ょ
に
は
遊

べ
ま
せ
ん
。
お
も
ち
ゃ

を
と
り
合
っ
た
り
、
他

の
子
の
お
も
ち
ゃ
を
欲

し
が

っ
た
り
し
な
が
ら
、

う
ま
く
や
る
こ
と
を
お

ぼ
え
て
行
く
段
階
で
す
。 

五
月
か
ら
」 

月
に
か
け
て
は

l

H

ま

む
し 

応
急
処
置
と
受
診 

H

の
出
没
期
で
す
。
も
し
ま
む

し
に
か
ま
れ
た
ら
応
急
処
置
を
し
て
、

一
刻
も
早
く
医
師
の
診
断
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 

-
傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ
を

-
十
五
分
に
一
回
は
、
し
ば
り
を
解

強
く
し
ば
る
。

い
て
血
を
通
し
、
ま
た
し
ば
る

0 

.
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
察
を
受
け

血
清
の
保
管
場
所

#。。



-

災
カ
ボ
閉
照
山

，rt3
4
2
t
F

内
"
"
リ

勝
浦
病
院
(
勝
浦
町
棚
野
)

電
話 

0
8
8
5
4
1
2
1
2
5
5
5

上
勝
町
診
療
所
(
上
勝
町
福
原
)

0
8
8
5
4
1
6
1
0
3
0
3

勝
町
第
二
診
療
所 

(上
勝
町
正
木
)

0
8
8
5
4
1
5
1
0
1
5
2

k
電
話

電
話 

この時期はこんな行動が
みられます

-鏡にうつる 自分の姿に笑いかけた

り、おじぎをする。

|列車空:'}I 

1ゐ話シl

1 
・暗やみや大き な音をこ わがる。

夜間救急当番表

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日� 午後� 7時から翌朝� 9時まで

回

MUS04
テキストボックス
１～２歳児の　心の健康（その１）　　　　保健婦だより

MUS04
テキストボックス
まむしにかまれたら



交付金�  
42，944千円�  7%

国民健康保険税� 

162，358千円

平成 �  5年度国保会計当初予算 

繰入金 	  そσ)1也� 

35，125千円�  6% 2，646千円�  1% その他� 9，779千円� 2%

予備費� 11，回1千円� 2%¥

総務費� 9，763千円� 2%


保険給付費
(医療費等) 

国庫支出金	 71% 

〈国民健康保険被保険者数 )(平成5年4月� 1日現在)

一般被保険者 	 2304名� 

(内老人保健該当	 58
，

3名)� 
平成� 5年度の� 1人当たり医療費を

退職被保険者 198名� 

合計 	  2，502名� 
362，477円見込んでいます。� 

952世帯 (自分の健康は自分で守ろう)

高額療養費の自己負担限度額改正グ

一一平成� 5年� 5月� 1日診療分から 一一


。高額療 養費ゆ�  l人の人が、� lか月、一つの医療機関に63，000円以上の医療費を自己負担して

併問場 支払った場合 札� 000円を超えた額を申請により酌いら日しますo 

.1'"¥ψl)l乏ぞ 住民税非課税世帯の方は35，400円以上の医療費を自己負担した場合、それを超

えた額を申請により払い戻します。
弘」ー二型竺±ゴ

@世帯合算のケース吟 lつの世帯で� lか月に30，000円以上の医療費の支払いが� 2回以上あ� 

c活2A4込ト� (J る場合は、合算して63，000円を超えた額を申請によりあとから払い戻

よ� "..l:::~. します。L 

学6~.OOO 酒 rrr 住民税非課税世帯は21，000円以上の医療費の支払いが� 2回以上ある場

@年4回以上のん 合に合算して35，400円を超えた額を申請によりあとから払い戻 します。

支払い� . "l..l1つの世帯で、高額療養費に該当する医療費を過去12か月間に� 4回以上支払っ

え討ラ土停J た場合は、4回目以後から� 37，200円を超えた額を申請により払い戻します。

三d盃b 住民税非課税世帯の方は24，600円を超えた額を申請により払い戻しますo 

d諜W ※申請は町役場税務保険課まで。

圃

MUS04
テキストボックス
国保と医療費



サラリーマンの奥さん(配偶者)、こんなとき種別変更・確認の届け出が必要です。

厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
等
に
加
入

し
て
い
る
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者

で
、
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
方
が
第

三
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。
第
三
号
被

保
険
者
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
は
、
健
康

保
険
、
共
済
組
合
等

の
被
扶
養
配
偶
者
と

な
っ
て
い
る
か
ど
う

か
が

一
つ
の
基
準
に

な
り
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者

農
林
漁
業

・
自
営

業
・
家
事
手
伝
い

・

学
生
な
ど
の
人

第
二
号
被
保
険
者

会
社
や
官
公
庁
あ

る
い
は
学
校
な
ど

に
勤
め
て
い
て
厚

生
年
金
や
共
済
年

金
等
に
加
入
し
て

い
る
人

第
三
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済

年
金
に
加
入
し
て

い
る
人
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

届
け
出
が
必
要

第
三
号
被
保
険
者
は
、
加
入
し
て

い
る
方
の
年
金
制
度
が
保
険
料
を
負

担
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で

保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
将
来
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
第

三
号
被
保
険
者
と
し
て
認
定
を
受
け

る
た
め
に
は
、
役
場
国
民
年
金
係
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、

一
度
届
け
出
を
済
ま
せ
た

後
に
、
加
入
者
が
会
社
を
退
職
し
た

り
、
奥
さ
ん
ご
自
身
の
収
入
が
増
え

て
扶
養
か
ら
外
れ
る
な
ど
、
第
三
号

被
保
険
者
に
該
当
し
な
く
な

っ
た
と

き
な
ど
も
、
そ
の
都
度
届
け
出
が
必

要
で
す
。

忘
れ
る
と
大
変

第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
し
て
い

て
も
、
届
け
出
を
し
な
い
で
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
る
と
二
年
を
過
、
ぎ
た
期

間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
未
納
期

間
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
届
け
出
を
忘
れ
た

り
、
怠

っ
た
り
し
ま
す
と
、
被
保
険

者
期
間
に
穴
が
あ
い
て
し
ま
い
、
時

来
、
受
付
と
る
年
金
の
額
が
少
な
く

な

っ
た
り
、
最
悪
の
場
合
は
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
次
の
第
三
号
被
保
険
者
の

届
出
一
覧
表
を
参
考
に
し
て
、
節
目

節
目
に
は
、
必
ず
種
別
の
変
更
、
確

認
の
届
出
を
役
場
国
民
年
金
係
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

第� 3号被保険者の届出一覧表

届け出が必要なとき
加入者の種類の

変更
届け 出

-ご主人が会社を退職して自

営業に

-奥さんの収入が増加・離婚� 

第3号被保険者� →

第l号被保険者
種別変更届� 

-共働きの開始
第3号被保険者� →

第2号被保険者

資格喪失届

(種別変更届)

-ご主人の転職

(おなじ日に� A社� →� B社� )

第3号被保険者の

資格はそのまま
種別確認届

-ご主人の転戦

(日をおいて A社� →� B社)

第3号被保険者� →

第l号� →第� 3号
種別変更届

-ご主人が自営業をやめて会

社に就職 第l号被保険者� →

第3号被保険者
種別変更届� 

-家事手伝いなどの人が会社

員と結婚� 

-結婚により退職 ・共働きの 第2号被保険者� → 資格取得届

中止 第3号被保険者� (種別変更届)

春
の「

行
政
相
談
週
間
」 

一

五
月
十
六
日
間
か
ら
二
十
二
日

ω


一
ま
で
の
一
週
間
は
、
「
春
の
行
政
相
談


一
週
間
」
で
す
。


『

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
庁
が
行


…
政
相
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん


…
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全 

勝
浦
町
大
字
沼
江
 

…
国

一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

一
二
一
一
三
  

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

一
地
元
行
政
相
談
委
員
が
主
催
し
て
、 

l

勝
浦
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

中

村

芳

生

-R



T
E
L


二

行
政
相
談
所 

)

f

…
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し

…
ま
す
の
で
、
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

一
苦
情
や
要
望
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は

『
こ
の
機
会
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ、 
‘
。

・
日
時

・
場
所

-
参
加
予
定
機
関

平
成
五
年
五
月
十
四
日

午
前
十
時

1
午
後
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員
、
人
権
擁
護
委
員 

⑨ 

、，.~

心配 と相談」ー

-日時 5 月� 7日(金)

5 月� 14日(創

5 月� 21日(創

5 月28日後)� 

ノ

で

C

』
『 

-時間 午前� 10時~午後� 3時

・内容 人権・行政・厚生・福祉

・場所� 住民福祉センター� 2階

/
I
h
-
-

4

b

J

¥
l
i
l
i
-
-

す

わ

ま

合
り

い
お

問
て

お

し

に

寸

歪臨
守 

87入
信

一

刈

い 

J
1

S

4
ね

々、
だ

日

で

く

平

の

せ 
0

l
l
¥

圃

MUS04
テキストボックス
国民年金の届け出は忘れずに

MUS04
テキストボックス
心配ごと相談



ヘ
大
字
棚
野
{
子
前
田
久

/

板

野

町

金

ぷ[2j

戸
籍
の
窓

3
月
日
日

1
4
月
間
日 

v-

(敬称略)

ご
結
婚
お
め
で
と
う

岡保

年

久

千
賀
子

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
山
路
秋
本
玉
子
(
訂
歳
)

大
字
沼
江
{
子

一
楽

北
島
イ
セ
ノ
(
印
歳 
)

大
字
中
角
字
東
山
谷
内

鈴
美
(
釘
歳 
)

大
字
坂
本
字
中
谷
東
山
芳
雄
(
九
歳 
)

善

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

3
月
刊
日

1
4
月
間
山
日

岡

本

栄

一
さ
ん 

(横
瀬
)

市
田
啓
子
さ
ん
旧
姓
・山
川 

(坂
本 
)

秋
本

三
郎
さ
ん 

(今
山 
)

徳
島
生
協
勝
浦
支
部
さ
ん

野
上
公
男
さ
ん 
(生
名 
)

北
島

邦

彦

さ

ん 

(沼
江
)

沼
江
子
供
会
さ
ん 

(宿
江
)


東
山
倍
彦
さ
ん 
(坂
本
)


匿

名

(

横

瀬 

)


以
上
の
方
か
ら
、
善
意
銀
行
に
善

意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勝
浦
会
館
五
月
行
事

各
種
講
座
開
講

勝
浦
会
館
で
は
、
「
身
近
な
啓
発

か
ら
」
を
基
本
に
対
隣
地
域
と
の
交

流
を
中
心
と
し
て
、
各
種
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
申
し
込
ま
れ
て

い
な
い
方
は
、
開
講
式
当
日
直
接
会

館
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

26 25 21 20 20 19 13 12 11 7 6 
日日日日日日日日日日自
体)(火)(劃(木)(木)(水)(木)(水)伏)佳)(木)

手
芸
教
室 

(
開
講
式
)

習
字
教
室
(
開
講
式
)

着
付
教
室 

(
開
講
式
)

踊
り
教
室 

(
開
講
式
)

手
芸
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

生
花
教
室 

(
開
講
式
)

習
字
教
室

着
付
教
室

踊
り
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開
講

し
ま
す
。
(
手
芸
教
室
は
七
時
三
十
分

か
ら
、
習
字
教
室
は
七
時
開
講
)
時
間

に
遅
れ
な
い
よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
陶
芸
教
室
は
六
月
に
開
講

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町の機関は� 

4月がら土曜日が

休みになっています� 

勝浦町では、国の土曜日閉

庁の趣旨を踏まえて、本年4

月からすべての土曜日を閉庁

していますので、ご理解をお願

いします。(勝浦病院も含みま

す)

ただし、出生、死亡、婚姻

などの戸籍の届出の受付及び

次の機関は、 今までどおり業

務を行います。

小-中学校、幼稚園� (昨年� 

9月から第� 2土曜日が休み)、

保育所、農村環境改善センタ

一、農村婦人の家、住民福祉

センタ一、図書館等。

東四国国体デモスポ行事
ビームライフyレ 家庭婦人バレーポール

グラウンドゴルフ 講習会 審判講習会及び選手強化日程
練習日程� 

あなたも練習して 5月� 1日(土)� 5月12日凶� 
.5 月 4 日 (!k) みませんか?� 5月8日(土)� 5月19日同� 

5 月� 18 日� (!k) 5月15日(:1:)� 5月26日同� 

5月22日(土)� 
5/5は休み-時間 午後� 7時30分から

5月29日(土)・場所 勝浦中学校グラウ ンド

・備考 練習日が雨天の場合は ( 5/22 ¥ 
-時間 午後� 8時から l i

¥午後� 7:30から/次の火曜日に順延します。

※毎月第� 1，第3火曜日に行います。� ビームライフル -場所 生比奈小学校体育館

園

福祉センター� 3階において練

習コー ナーを設けています。教

育委員会までご‘連絡いただけれ

ば練習でき ます。

グラウンドゴルフ 家庭婦人バレーポール




